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東京都防衛協会
○
東
京
都
防
衛
協
会
は
、
区
市
町
村
の

民
間
の
有
志
で
構
成
さ
れ
て
い
る
地
区

協
会
を
中
心
に
、
昭
和
41
年
３
月
に
結

成
さ
れ
た
任
意
の
団
体
で
す
。

○
「
自
分
の
国
は
自
分
で
守
る
」
の
気

概
を
も
っ
て
、
広
く
都
民
の
間
に
防
衛

意
識
の
普
及
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、

自
衛
隊
を
激
励
支
援
し
て
そ
の
充
実
発

展
に
寄
与
す
る
よ
う
な
広
範
な
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

○
会
報
紙
「
東
京
都
防
衛
協
会
会
報
」

を
発
行
し
、
協
会
や
部
隊
・
自
衛
隊
の

活
動
を
紹
介
し
、
都
民
と
自
衛
隊
の
間

の
架
け
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

昨
年
の
７
月
は
記
録
的
な
大
雨

に
よ
り
、
西
日
本
を
中
心
に
大
規

模
な
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災
害
が

多
発
し
、
広
島
、
岡
山
、
愛
媛
県

な
ど
14
府
県
で
死
者
・
行
方
不
明

者
合
わ
せ
て
２
２
９
名
に
の
ぼ
る

最
悪
の
豪
雨
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
災
害
に
対
し
自
衛
隊
は
、
最

大
時
３
３
，
１
０
０
名
、
28
隻
の

艦
艇
、
38
機
の
航
空
機
を
投
入
し
、

人
命
救
助
、
給
食
・
給
水
・
入
浴

等
支
援
、
物
資
輸
送
や
瓦
礫
の
処

理
に
当
た
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
等

の
報
道
で
は
、
泥
ま
み
れ
に
な
っ

て
懸
命
に
活
動
す
る
隊
員
の
姿
に

賞
賛
の
声
が
上
が
り
、
自
衛
隊
に

対
す
る
期
待
が
一
層
高
ま
り
ま
し

た
。
一
方
私
は
『
災
害
派
遣
に
お

い
て
は
敵
の
弾
が
飛
ん
で
く
る
わ

け
で
は
な
い
。
ど
う
か
危
険
な
目

に
あ
わ
な
い
よ
う
安
全
第
一
で
や
っ

て
く
れ
』
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
自
衛
隊
の
最

も
大
事
な
任
務
は
、
「
国
防
」
で

す
。
こ
の
た
め
自
衛
隊
は
、
わ
が

国
に
侵
略
す
る
敵
を
撃
退
で
き
る

よ
う
、
平
素
は
部
隊
・
隊
員
の
戦

闘
能
力
を
高
め
、
精
強
な
状
態
に

維
持
す
る
た
め
に
訓
練
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
通
じ
隊
員
は
、
戦

場
で
生
き
残
り
、
熾
烈
な
火
力
戦

闘
で
敵
を
撃
破
で
き
る
戦
闘
技
術

を
身
に
付
け
る
だ
け
で
な
く
、
体

力
や
気
力
、
何
よ
り
も
使
命
感
や

責
任
感
を
身
に
付
け
て
い
く
わ
け

で
す
。
こ
う
し
て
鍛
え
上
げ
ら
れ

た
隊
員
が
、
敵
弾
が
飛
ん
で
こ
な

い
災
害
派
遣
現
場
で
活
躍
を
す
る

の
は
当
然
の
こ
と
で
、
む
し
ろ
平

素
の
厳
し
い
訓
練
を
積
ん
で
い
な

け
れ
ば
、
災
害
派
遣
現
場
で
の
活

躍
は
期
待
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

災
害
現
場
で
懸
命
に
働
く
姿
に

国
民
は
自
衛
隊
に
高
い
信
頼
を
寄

せ
て
い
ま
す
が
、
自
衛
隊
の
最
も

重
要
な
任
務
で
あ
る
「
国
防
」
の

た
め
日
夜
働
い
て
い
る
姿
に
は
、

さ
ほ
ど
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
せ
ん
。

自
然
の
脅
威
と
災
害
派
遣
は
報
道

で
見
る
こ
と
も
あ
り
想
像
で
き
る

が
、
我
が
国
が
侵
略
さ
れ
る
よ
う

な
事
態
は
、
映
画
の
中
で
し
か
起

こ
り
得
な
い
し
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
し
に
く
い
か
ら
で
し
ょ
う
。
中

に
は
憲
法
９
条
の
問
題
も
あ
り
、

考
え
た
く
も
な
い
と
い
う
方
も
結

構
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、
戦
争

に
な
っ
た
ら
自
衛
隊
に
お
願
い
す

る
と
、
ま
る
で
他
人
事
の
よ
う
な

考
え
方
を
す
る
人
も
散
見
さ
れ
ま

す
。

し
か
し
な
が
ら
我
々
が
本
当
に

関
心
を
持
つ
べ
き
は
「
国
防
」
で

あ
り
、
そ
し
て
自
衛
隊
で
賞
賛
す

べ
き
は
、
生
起
す
る
か
さ
え
も
分

か
ら
な
い
各
種
事
態
に
対
し
、
日

夜
警
戒
活
動
に
あ
た
り
、
日
々
黙
々

と
練
成
し
、
一
朝
有
事
に
な
れ
ば

身
の
危
険
を
顧
み
ず
国
民
の
負
託

に
応
え
る
覚
悟
を
持
っ
て
勤
務
し
、

「
抑
止
」
の
一
端
を
担
っ
て
い
る

隊
員
達
だ
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

平
素
精
強
な
軍
事
力
を
持
ち
そ

れ
を
鍛
え
る
こ
と
は
、
国
家
を
戦

争
状
態
に
陥
れ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
、
即
ち
相
手
に
「
抑
止
力
」

を
効
か
せ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

我
が
国
に
対
す
る
脅
威
は
、
相
手

国
の
意
思
と
軍
事
力
か
ら
な
り
ま

す
が
、
こ
の
意
思
を
相
手
に
持
た

せ
な
い
こ
と
が
極
め
て
大
事
な
の

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
自
衛
隊
が

持
つ
軍
事
力
の
み
な
ら
ず
国
家
の

総
力
を
抑
止
力
の
発
揮
に
む
け
て

機
能
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
抑
止
力
」
＝
「
相
手
に
耐
え
難

い
損
害
を
与
え
る
軍
事
力
」
×

「
軍
事
力
を
運
用
す
る
制
度
」
×

「
国
を
守
る
国
民
の
総
意
」
と
考

え
る
と
、
「
国
民
を
守
る
国
民
の

総
意
」
が
１
よ
り
小
さ
い
と
い
う

こ
と
は
、
極
め
て
深
刻
な
問
題
で

す
。
国
防
は
、
他
人
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
自
分
の
国
は
自
分
で
守

る
重
要
性
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、

自
衛
隊
の
活
動
を
応
援
す
る
こ
と

こ
そ
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

「
隗
よ
り
始
め
よ
」
と
故
事
に

あ
る
が
如
く
、
先
ず
は
我
々
か
ら

こ
の
意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

（
東
京
都
防
衛
協
会
常
任
理
事
）

防衛サロン

隗

よ

り

始

め

よ

！

元
陸
自
幹
部
学
校
長

西

浩
德

総
会
は
、
佃

会
長
の
挨

拶
に
引
き
続
き
、
狛
江
市
防

衛
協
会
会
長

栗
山
欽
行
氏

を
議
長
と
し
て
、
①
平
成
30

年
度
事
業
報
告
及
び
②
同
収

支
決
算
書
、
③
令
和
元
年
度

事
業
計
画
（
案
）
及
び
④
同

収
支
予
算
書
（
案
）
、
⑤
役

員
人
事
（
案
）
を
審
議
し
、

賛
成
多
数
で
原
案
の
通
り
可

決
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
今
年
度
は
、

都
内
各
地
区
の
防
衛
・
警
備

を
担
任
す
る
自
衛
隊
部
隊
と

地
区
協
会
の
連
携
を
強
化
し
、

厳
し
い
安
全
保
障
環
境
の
下

で
任
務
遂
行
に
ま
い
進
す
る

自
衛
隊
を
更
に
激
励
・
支
援

す
る
と
と
も
に
そ
の
基
盤
と

な
る
当
協
会
の
会
勢
の
拡
大

に
引
き
続
き
努
力
し
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
に
予
定
さ
れ

て
い
る
当
協
会
及
び
自
衛
隊

の
主
要
な
行
事
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
東
京
都
防
衛
協
会
】

〇
部
隊
研
修

日
米
共
同
方
面
隊
指
揮
所

演
習
・
・
時
期
・
場
所
未
定

【
自
衛
隊
】

〇
富
士
総
合
火
力
演
習

８
月
22
・
24
・
25
日

東
富
士
演
習
場

〇
立
川
防
災
航
空
祭

11
月
９
日
、
立
川
駐
屯
地

※

他
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
に
つ

い
て
は
、
当
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
防
衛
省
・

自
衛
隊
「
全
国
の
イ
ベ
ン

ト
情
報
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

東
京
都
防
衛
協
会
（
会
長

佃

和
夫
）
は
、

５
月
22
日
午
後
、
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
お

い
て
第
54
回
定
期
総
会
及
び
表
彰
式
を
開
催
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
議
院
議
員

宇
都
隆
史
氏
に
よ
る

防
衛
講
演
会
及
び
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
て
懇
親

会
を
開
催
し
、
「
自
衛
隊
部
隊
と
地
区
協
会
の

連
携
強
化
・
会
勢
拡
大
を
図
り
、
自
衛
隊
激
励
・

支
援
の
更
な
る
活
性
化
」
に
向
け
て
令
和
元
年

度
の
活
動
が
本
格
化
し
ま
し
た
。

（
３
面
に
、
防
衛
講
演
会
及
び
表
彰
式
関
連

記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
）

皆
さ
ん

こ
ん
に
ち
は

連
休
が
明
け
て
何
か
と
ご

多
忙
な
と
こ
ろ
を
、
第
54
回

定
期
総
会
に
ご
参
集
頂
き
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

５
月
１
日
に
は
新
天
皇
が

即
位
さ
れ
、
平
成
か
ら
「
令

和
」
と
い
う
新
し
い
時
代
を

迎
え
ま
し
た
。

こ
の
節
目
の
年
に
、
国
内

で
は
４
月
に
統
一
地
方
選
挙

が
あ
り
、
こ
の
あ
と
６
月
に

は
我
が
国
が
初
め
て
議
長
国

に
就
任
し
た
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト

が
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
予
定

で
す
。
日
本
で
行
わ
れ
る
首

脳
会
議
と
し
て
は
史
上
最
大

規
模
と
な
る
「
大
阪
サ
ミ
ッ

ト
」
は
、
我
が
国
の
存
在
感

や
影
響
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、

成
功
を
願
う
も
の
で
す
。

７
月
に
は
参
議
院
選
挙
、

10
月
に
は
即
位
の
礼
が
行
わ

れ
、
消
費
税
も
増
税
と
な
る

な
ど
、
令
和
元
年
は
様
々
な

意
味
で
変
化
の
あ
る
年
と
予

想
さ
れ
ま
す
。

国
外
で
も
、
米
朝
首
脳
会

談
後
の
北
朝
鮮
の
動
き
や
、

歴
史
問
題
に
ゆ
れ
る
「
日
韓

関
係
」
、
若
干
改
善
の
兆
し

は
見
え
る
も
の
の
尖
閣
諸
島

の
問
題
か
ら
冷
え
込
ん
で
い

る
「
日
中
関
係
」
、
ま
た

「
日
露
関
係
」
に
お
け
る

「
平
和
条
約
交
渉
」
な
ど
目

が
離
せ
な
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。

平
成
の
時
代
は
多
く
の
災

害
を
経
験
し
た
時
代
で
し
た
。

そ
の
都
度
、
我
々
が
ご
支
援

申
し
上
げ
て
い
る
自
衛
隊
の

皆
様
に
は
被
災
地
で
大
活
躍

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
複
雑

な
国
際
情
勢
の
中
で
の
わ
が

国
土
の
守
り
も
、
自
然
災
害

に
お
け
る
守
り
も
、
自
衛
隊

の
皆
様
の
ご
活
躍
に
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
「
令
和
」
の

新
時
代
も
こ
れ
ま
で
同
様
に

自
衛
隊
を
応
援
し
、
わ
が
国

の
平
和
と
安
寧
の
た
め
に
防

衛
協
会
と
し
て
の
使
命
を
果

た
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
で
は
２
月
の
理
事
会

で
議
決
し
、
上
程
さ
れ
ま
し

た
議
案
に
つ
き
、
第
54
回
定

期
総
会
に
お
き
ま
し
て
決
議

を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

佃
会
長
挨
拶

総会で挨拶する佃 会長

部
隊
と
の
連
携
強
化
・
会
勢
拡
大
に
努
力
！

自
衛
隊
激
励
支
援
の
活
性
化
を
目
指
し
て

第
54
回
定
期
総
会



自
衛
隊
東
京
地
方
協
力

本
部
（
本
部
長

荒
井
陸

将
補
）
は
４
月
11
日
、
年

度
の
開
始
に
あ
た
り
、
任

務
必
成
の
気
構
え
を
醸
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

『
出
陣
式
』
を
実
施
し
た
。

出
陣
式
で
は
ま
ず
始
め

に
、
昨
年
度
１
年
間
、
東

京
地
本
を
見
守
っ
て
く
れ

た
大
き
な
達
磨
の
右
目
に
、

本
部
長
が
感
謝
を
込
め
て

墨
筆
で
丸
い
目
を
入
れ
た
。

そ
の
後
、

平
成
31

年
度

（
令
和
元
年
度
）
の
新
し

い
達
磨
の
左
目
に
、
地
区

隊
長
、
各
課
室
長
及
び
副

本
部
長
が
一
筆
ず
つ
目
を

入
れ
、
今
年
度
の
決
意
を

述
べ
た
。
最
後
は
本
部
長

が
左
目
を
完
成
さ
せ
、
全

隊
員
で
目
標
達
成
を
祈
願

し
た
。

目
入
れ
後
、
本
部
長
は
、

「
今
年
度
は
、
達
磨
に
〝

大
願
成
就
〟
と
〝
部
内
安

全
〟
を
願
掛
け
し
た
。
し
っ

か
り
と
や
っ
て
い
こ
う
」

と
訓
示
し
た
。

締
め
を
飾
る
「
鬨
（
と

き
）
の
声
」
で
は
、
副
本

部
長
の
「
本
年
度
の
目
標

達
成
を
祈
願
し
、
行
く
ぞ
ー
！
」

と
の
掛
け
声
に
、
全
隊
員

が
「
エ
イ
エ
イ
オ
ー
ッ
」

と
力
強
く
声
を
あ
げ
た
。

昨
年
完
成
し
た
本
部
庁

舎
で
迎
え
る
初
め
て
の
年

度
開
始
に
あ
た
り
、
隊
員

一
同
「
大
願
成
就
」
し
、

「
部
内
安
全
」
に
業
務
を

遂
行
で
き
る
よ
う
、
決
意

を
新
た
に
し
て
出
陣
式
を

終
了
し
た
。

自
衛
隊
東
京
地
方
協
力

本
部
（
本
部
長

荒
井
陸

将
補
）
は
、
今
年
９
月
に

開
幕
す
る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｒ
Ｗ
Ｃ
）

と
、
開
催
が
来
年
に
迫
っ

た
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
を
Ｐ
Ｒ
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
、
市
谷
本
村

町
に
所
在
す
る
本
部
庁
舎

正
面
玄
関
で
開
始
し
た
。

正
面
玄
関
に
は
、
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２

０
１
９
の
「
の
ぼ
り
」
と

ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
で
は
新
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
と
エ
ン
ブ
レ
ム

等
を
ほ
ど
こ
し
た
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
「
の
ぼ
り
」
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
モ

ニ
タ
ー
で
Ｐ
Ｒ
動
画
を
放

映
し
て
い
る
。

（
東
京
地
方
協
力
本
部
）

（２） 東京都防衛協会会報（１３号） 令和元年７月１日

➤ 平成５年（1993）５月２９日、北朝鮮が１発の
弾道ミサイルを発射し、日本海に着弾したことを

契機に、各種の調査・研究が開始され、平成１５
年（2003）我が国の弾道ミサイル防衛システムの

整備等について安全保障会議及び閣議で決定。態
勢整備が開始されました。

➤ 我が国の弾道ミサイル防衛は、現在のところ、
イージス艦による上層での迎撃とペトリオットのP

AC-3による下層での迎撃を自動警戒管制システム
（JADGE）により連携させて効果的に行う多層防衛
を基本としています。

➤ 海上自衛隊はイージス艦を６隻保有しています
が、ＢＭＤ能力を有しているのは４隻です。ＢМ

Ｄ能力を有していない２隻を改修し能力を付与する一方で、平成２７年
度及び２８年度に２隻を追加取得し、令和２年度（2020）には８隻体制

となります。

➤ イージス艦に搭載されているミサイルについて、迎撃可能高度や防護

範囲を拡大させたＢМＤ用能力向上型迎撃ミサイル（SM-3ブロックⅡＡ）
を日米共同で開発し、配備に向けた事業が推進されています。

➤ 平成２９年（2017)１２月、これらの施策に加えて、イージス・アショ
ア２基を導入し、これを陸上自衛隊において保持することが決定されま

した。

➤ イージス・アショアは、ＢМＤ対応型イージス艦のＢМＤ対応部分、

即ちレーダー、指揮通信システム、ミサイル発射機などで構成されるミ
サイル防衛システムを陸地に配備した装備品であり、大気圏外の宇宙空
間を飛翔する弾道ミサイルを地上から迎撃する能力を有しています。１

基の取得価格は約１３４０億円が見込まれています。

➤ イージス艦はそもそも艦隊の防空を主たる役割とするために導入され

たものであり、弾道ミサイル対処に専属させておけません。また整備・
補給が必要であり、港に寄港する間は警戒待機に隙間が生じることとな

ります。更には長期間の洋上勤務が繰り返されることにより隊員の負担
が増大します。これら諸問題を解決するため『新たな盾』としてイージ

ス・アショアが導入されることになりました。

➤ イージス・アショアの導入により、我が国を２４時間、３６５日、切

れ目なく守るための能力を抜本的に向上させることが出来ます。また隊
員の負担も大きく軽減され、更にはイージス艦を本来の任務である海洋

の安全確保任務に戻すことが可能となり、我が国全体の抑止力向上に繋
がることが期待されています。

➤ 配備候補地は、防衛省が行った検討の結果、秋田県の新屋演習場と山

口県のむつみ演習場が選定されています。昨年６月、それぞれの地元に
対して説明が行われました。（了）

地本Twitter
ＱＲコード

防衛豆知識 イージス・アショア

東
京
地
方
協
力
本
部
豊
島

出
張
所
（
所
長

今
井
１

陸
尉
【
当
時
】
）
は
、
３

月
１
日
（
金
）
豊
島
区

役
所
に
お
い
て
、
今
年
度

入
隊
予
定
者
３
名
（
曹
候

補
生
２
名
、
自
候
生
１
名
）

及
び
ご
家
族
と
と
も
に
高

野
之
夫

豊
島
区
長
へ
表

敬
訪
問
し
た
。
本
表
敬
に

は
、
豊
島
区
危
機
管
理
監
、

区
民
部
長
ら
も
同
席
し
、

入
隊
予
定
者
及
び
ご
家
族

を
激
励
し
た
。

参
加
し
た
入
隊
予
定
者
は
、

豊
島
区
長
か
ら
の
激
励
を
受

け
「
立
派
な
自
衛
官
に
な

る
た
め
に
一
生
懸

命
頑
張
り
ま
す
。
」

と
入
隊
に
向
け
た

決
意
を
表
明

す
る
と
と
も

に
、
ご
家
族

か
ら
も
「
貴

重
な
場
を
設

定
し
て
い
た

だ
き
有
難
く
感
じ
ま

す
。
」
と
感
謝
の
言

葉
が
聞
か
れ
た
。

東
京
地
方
協
力
本

部
豊
島
出
張
所
で
は
、

今
後
も
「
対
象
者
フ
ァ
ー

ス
ト
」
を
合
言
葉
に
志
願

か
ら
入
隊
ま
で
懇
切
丁
寧
な

サ
ポ
ー
ト
に
努
め
る
と
と

も
に
、
地
域
と
密
着
し
た

募
集
・
広
報
活
動
を
実
施
し

て
防
衛
省
・
自
衛
隊
に
対
す

る
理
解
を
深
め
、
自
衛
官

募
集
業
務
に
対
す
る
協
力
関

係
の
強
化
を
図
っ
て
い
く

と
し
て
い
る
。

入隊に向け決意表明！

常任理事 吉田浩介
(元空自補給本部長)

第
１
普
通
科
連
隊
（
練

馬
）
、
第
32
普
通
科
連
隊

（
大
宮
）
、
第
34
普
通
科

連
隊
（
板
妻
）
は
４
月
６

日
、
第
１
特
科
隊
（
北
富

士
）
は
４
月
13
日
、
そ
れ

ぞ
れ
の
駐
屯
地
に
お
い
て
、

第
10
期
自
衛
官
候
補
生
課

程
入
隊
式
を
行
い
ま
し
た
。

第
１
師
団
で
は
、
新
た

な
採
用
基
準
に
よ
り
３
８

６
人
（
新
基
準
採
用
者
19

人
）
の
入
隊
者
を
迎
え
ま

し
た
。
今
回
の
入
隊
式
で

は
、
自
衛
官
候
補
生
達
は

昨
年
ま
で
27
歳
未
満
の
採

用
だ
っ
た
基
準
か
ら
、
採

用
年
齢
を
33
歳
未
満
ま
で

上
げ
て
の
新
基
準
の
採
用

と
な
り
ま
し
た
。

各
駐
屯
地
の
桜
の
花
も

満
開
に
咲
い
た
春
の
日
、

心
身
と
も
に
新
た
な
人
生

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
自
衛

官
候
補
生
達
（
１
普
連
教

育
隊
１
１
７
人
・
32
普
連

教
育
隊
１
１
９
人
・
34
普

連
教
育
隊
98
人
・
１
特
隊

教
育
隊
52
人
）
は
、
多
数

の
来
賓
及
び
ご
家
族
が
見

守
る
中
、
身
に
付
け
た
ば

か
り
の
敬
礼
を
行
い
、
大

き
な
声
で
宣
誓
を
し
、
凛

と
し
た
姿
を
披
露
し
ま
し

た
。わ

ず
か
数
日
の
間
で
凛
々

し
く
制
服
を
着
こ
な
す
我

が
子
を
目
の
当
た
り
に
し

た
家
族
か
ら
は
「
驚
き
と

喜
び
と
と
も
に
期
待
が
い
っ

ぱ
い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を

伺
い
ま
し
た
。

ま
た
、
入
隊
式
に
あ
た
り

五
井
自
衛
官
候
補
生
（
30

歳
）
は
「
大
切
な
人
と
の

出
会
い
と
笑
顔
で
す
ご
し

て
い
け
る
未
来
を
守
り
た

い
と
思
い
自
衛
隊
へ
入
隊

し
ま
し
た
。
若
い
同
期
に
、

気
持
ち
も
根
性
も
負
け
て

い
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
一
生
懸
命
や
り
と

げ
た
い
で
す
」
と
入
隊
動

機
と
こ
れ
か
の
抱
負
に
つ

い
て
述
べ
ま
し
た
。

式
終
了
後
は
家
族
と
の

時
間
を
設
け
、
候
補
生
と

そ
の
家
族
は
記
念
撮
影
し

た
り
、
限
ら
れ
た
時
間
の

中
、
家
族
と
の
和
や
か
な

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

約
３
カ
月
間
の
教
育
を

受
け
る
自
衛
官
候
補
生
達
、

同
期
と
切
磋
琢
磨
し
て
、

団
結
を
深
め
て
、
今
よ
り

も
大
き
く
な
っ
た
姿
を
修

了
式
で
見
ら
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
で
す
。

（
第
１
師
団
広
報
班
）

師団ＦＢ

ＱＲ

コード

い
ざ
出
陣
！

Ｒ
Ｗ
Ｃ
と
東
京

オ
リ
・
パ
ラ
を

Ｐ
Ｒ

目標達成を祈願して
「エイ エイ オー」

ラグビーワールドカップ
２０１９

東京2020オリンピック
パラリンピック

入隊予定者と高野・豊島区長

（向かって左から２人目）

採
用
基
準
新
た
に

各
駐
屯
地
で
入
隊
式

宣誓を読み上げる
自衛官候補生（１普連）

かっこよく敬礼を披露し
記念写真（３２普連）

大きな声で宣誓をする
自衛官候補生（１特隊）

連隊長より区隊旗を授与
（３４普連）

第
34
普
通
科
連
隊
及
び

第
１
飛
行
隊
は
４
月
５
日

か
ら
６
日
ま
で
の
間
、
静

岡
県
浜
松
市
で
発
生
し
た

山
林
火
災
に
伴
う
災
害
派

遣
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

５
日
、
正
午
過
ぎ
に
浜

松
市
天
竜
区
横
川
の
山
あ

い
で
火
災
が
発
生
し
、
静

岡
県
庁
へ
の
連
絡
要
員
の

派
遣
、
初
動
対
処
部
隊
及

び
第
４
中
隊
が
、
浜
松
市

の
消
防
局
及
び
航
空
自
衛

隊
浜
松
基
地
等
に
向
け
て

前
進
し
、
情
報
収
集
等
を

実
施
し
ま
し
た
。
翌
６
日
、

早
朝
か
ら
第
１
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
団
及
び
第
１
飛
行
隊

の
ヘ
リ
を
も
っ
て
飛
行
統

制
、
航
空
偵
察
及
び
空
中

消
火
活
動
を
開
始
し
、
第

34

普
通
科
連
隊
は
船
明

（
ふ
な
ぎ
ら
）
ダ
ム
運
動

公
園
に
お
い
て
、
周
辺
地

域
の
安
全
確
保
等
の
消
火

活
動
を
支
援
し
ま
し
た
。

19
回
に
及
ぶ
ヘ
リ
の
空

中
消
火
に
よ
り
、
鎮
火
が

確
認
さ
れ
、
午
後
２
時
頃
、

県
か
ら
の
撤
収
要
請
を
受

理
し
災
害
派
遣
活
動
を
終

了
し
ま
し
た
。

山
林
火
災
に
お
け
る

災
害
派
遣

第
１
ヘ
リ
団
の
協
力

を
へ
て
鎮
火

【

第
１
師
団

】

〇

夏
祭
り
・
納
涼
祭

・
７
月
22
日

大
宮
駐
屯
地

・
７
月
24
日

練
馬
駐
屯
地

東
立
川
駐
屯
地

・
７
月
25
日

小
平
駐
屯
地

・
７
月
26
日

滝
ヶ
原
駐
屯
地

【

そ
の
他

】

・
８
月
３
日

日
米
親
善
盆
踊
り

キ
ャ
ン
プ
座
間

・
８
月
４
日

富
士
登
山
駅
伝

競
走
大
会

・
９
月
15
日

第
１
音
楽
隊

第
35
回
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
（
板
橋
区
立
文
化
会
館
）

イ
ベ
ン
ト
情
報

現地調整する第３４普通科連隊



平
成
26
年
12
月
に
発
足

し
て
、
ま
だ
ま
だ
平
成
生

ま
れ
で
す
と
言
っ
て
い
ま

し
た
ら
、
５
月
か
ら
令
和

と
新
し
い
時
代
に
な
っ
て

少
し
年
を
重
ね
た
気
分
に

な
り
ま
し
た
。

約
30
名
で
発
足
い
た
し

ま
し
た
が
、
丸
４
年
を
経

て
や
っ
と
50
名
に
な
り
ま

し
た
。
歩
み
は
カ
メ
よ
り

遅
い
で
す
が
、
組
織
的
な

勧
誘
な
ど
を
せ
ず
、
志
の

あ
る
方
に
お
ひ
と
り
お
一

人
に
お
声
が
け
を
し
て
入

会
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。
自
衛
隊
、
国
の
安
全

と
い
う
も
の
に
ほ
と
ん
ど

の
方
が
理
解
を
示
し
て
お

ら
れ
ま
す
が
、
渋
谷
区
防

衛
協
会
入
会
申
込
書
の
ご

返
送
を
た
め
ら
わ
れ
て
い

る
方
が
い
る
の
も
現
実
で

す
。独

自
の
活
動
を
展
開
す

る
と
い
う
の
に
は
程
遠
い

状
況
で
す
が
、
自
衛
隊
の

各
種
行
事
や
東
京
都
防
衛

協
会
の
防
衛
講
話
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
防
衛
意

識
の
向
上
に
役
立
た
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

間
も
な
く
本
年
度
の
総

会
で
す
。
道
の
り
は
遠
く

努
力
不
足
を
自
覚
し
て
お

り
ま
す
が
、
精
一
杯
頑
張
っ

て
当
面
の
目
標
１
０
０
名

越
え
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

会
長

関
口

充

羽
村
市
防
衛
協
会
は
平

成
30
年
11
月
８
日

山
梨

県
御
殿
場
市
の
自
衛
隊
富

士
学
校
施
設
見
学
と
戦
車

搭
乗
体
験
行
事
を
実
施
し

ま
し
た
。

当
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ

て
絶
好
の
見
学
日
和
と
な

り
ま
し
た
。
到
着
後
、
売

店
で
買
物
を
楽
し
ん
だ
後
、

ス
ラ
イ
ド
、
装
備
品
や
書

籍
類
等
を
見
学
、
明
治
天

皇
が
実
際
に
着
用
し
た
軍

服
も
目
に
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
そ
の
後
、
隊
員

食
堂
に
て
昼
食
、
当
日
の

献
立
は
ハ
ン
バ
ー
グ
定
食

で
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
当
日
の

最
大
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
る

戦
車
搭
乗
体
験
で
感
動
の

高
ま
り
を
隠
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
回
、
準
備
さ
れ

た
戦
車
は
七
四
式
戦
車
で

し
た
。
期
待
と
不
安
が
交

錯
す
る
中
、
７
～
８
名
の

グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
て
搭

乗
、
暫
し
隊
員
気
分
に
な

り
き
り
戦
車
砲
塔
後
部
に

設
置
さ
れ
た
バ
ス
ケ
ッ
ト

に
乗
込
み
い
ざ
出
陣
。
指

揮
者
の
合
図
で
排
気
量
２

１
、
５
０
０
㏄
、
７
２
０

馬
力
の
エ
ン
ジ
ン
が
唸
り

を
上
げ
、
力
強
く
発
車
、

瞬
間
的
に
体
が
後
ろ
に
仰

け
反
る
ほ
ど
の
迫
力
に
ビ
ッ

ク
リ
、
荒
々
し
く
土
を
か

む
音
と
共
に
、
各
グ
ル
ー

プ
演
習
場
内
を
大
き
く
２

周
し
て
戴
き
ま
し
た
。
乗

車
中
乗
り
心
地
を
問
わ
れ

れ
ば
、
態
勢
を
維
持
す
る

の
が
大
変
で
あ
り
快
適
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

隊
員
の
ご
苦
労
を
身
に
染

み
て
感
じ
る
こ
と
が
出
来

た
一
瞬
で
し
た
。

幼
少
の
頃
、
憧
れ
だ
っ

た
戦
車
に
乗
り
触
れ
る
事

が
出
来
た
今
回
の
体
験
行

事
、
参
加
し
た
全
会
員
が

童
心
に
帰
り
記
憶
の
中
に

一
生
に
残
る
一
ペ
ー
ジ
を

刻
む
出
来
事
と
な
り
ま
し

た
。

会
員

根
岸
克
義

元
号
「
令
和
」
に
移
り
、

武
蔵
村
山
市
防
衛
協
会
も

８
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、

武
蔵
村
山
市
長

藤
野

勝

様
に
名
誉
会
長
に
就
い
て

頂
く
等
、
組
織
の
体
制
強

化
・
拡
大
強
化
を
進
め
、

当
協
会
の
活
動
に
賛
同
を

得
た
新
会
員
の
入
会
に
よ
っ

て
平
成
30
年
度
会
員
増
勢

目
標
１
６
０
名
を
達
成
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

以
下
、
諸
活
動
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

①

総
会

５
月
12
日
、
来
賓
に
藤

野
・
武
蔵
村
山
市
長
、
渡

邊
元
旦
・
東
京
都
防
衛
協

会
顧
問
、
高
谷
由
美
・
立

川
市
防
衛
協
会
事
務
局
長
、

市
議
会
議
員
６
名
に
ご
臨

席
頂
き
ま
し
た
。
「
講
演

会
」

で
は
渡

邊
様

か

ら

「
我
が
国
の
周
辺
諸
国
と

の
領
土
問
題
」
と
題
し
て

講
話
を
頂
き
、
引
き
続
き

「
懇
親
会
」
に
移
り
、
来

賓
の
皆
様
と
会
員
は
意
思

の
疎
通
を
図
り
意
義
深
い

懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

②

自
衛
官
募
集

昨
年
10
月
、
「
村
山
デ

エ
タ
ラ
祭
り
」
に
て
PR
活

動
を
行
い
、
ま
た
、
平
成

30
年
度
武
蔵
村
山
市
「
成

人
式
」
に
参
加
し
、
東
京

地
本
・
立
川
出
張
所
所
員

２
名
と
当
協
会
４
名
に
て

「
自
衛
官
募
集
説
明
会
開

催
通
知
」
を
配
布
し
自
衛

官
募
集
の
PR
活
動
を
行
な

い
ま
し
た
。

③

富
士
総
合
火
力
演
習
、

自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
、
そ

の
他
各
部
隊
の
行
事
・
研

修
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、

自
衛
隊
員
と
の
ふ
れ
あ
い
・

親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。

自
衛
隊
の
皆
様
の
「
わ

が
国
を
守
る
た
め
の
日
々

の
訓
練
、
国
際
平
和
協
力

活
動
、
災
害
救
助
活
動
等
」

に
対
し
こ
れ
か
ら
も
し
っ

か
り
激
励
・
応
援
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

事
務
局
長

倉
持

守

（３） 東京都防衛協会会報（１３号） 令和元年７月１日

地区防衛協会コーナー

立
川
市
内
に
は
、
二
つ

の
自
衛
隊
駐
屯
地
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
両
自
衛
隊
の

様
ざ
ま
な
活
動
及
び
行
事

に
対
し
て
自
衛
隊
へ
の
協

力
支
援
と
、
防
衛
思
想
の

普
及
、
高
揚
を
願
い
約
８

０
０
名
の
会
員
数
で
活
動

を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

立
川
市
防
衛
協
会
の
創

立
は
昭
和
56
年
4
月
に
統

合
創
立
総
会
が
実
施
さ
れ

て
お
り
今
年
で
38
年
目
と

な
り
ま
す
。

統
合
以
前
は
自
衛
隊
協

力
団
体
が
４
団
体
で
（
立

川
防
衛
協
会
、
自
衛
隊
後

援
会
、
青
年
自
衛
隊
協
力

会
、
自
衛
隊
協
力
会
）
そ

れ
ぞ
れ
の
団
体
が
自
衛
隊

に
対
し
支
援
、
協
力
を
行
っ

て
お
り
ま
し
た
。

現
在
の
防
衛
協
会
の
協

力
支
援
活
動
に
つ
い
て
は

自
衛
隊
賀
詞
交
歓
会
、
創

立
記
念
行
事
、
夏
祭
り
盆

踊
り
大
会
、
防
災
航
空
祭
、

年
末
行
事
（
餅
つ
き
大
会
）

等
を
共
催
し
て
お
り
ま
す
。

両
駐
屯
地
の
一
般
市
民

が
参
加
可
能
な
行
事
に
つ

い
て
簡
単
に
紹
介
い
た
し

ま
す
。

立
川
市
内
で
は
夏
に
な

る
と
各
地
区
で
夏
祭
り
盆

踊
り
大
会
が
開
催
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
東
立
川
駐
屯

地
夏
祭
り
大
会
は
市
内
最

大
規
模
の
祭
り
で
防
衛
協

会
員
、
近
隣
住
民
参
加
で

三
千
名
規
模
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

当
日
は
隣
接
防
衛
協
会
女

性
部
の
支
援
を
い
た
だ
き

華
や
か
に
盆
踊
り
が
展
開

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

秋
に
は
立
川
駐
屯
地
に

於
い
て
防
災
航
空
祭
を
、

自
衛
隊
、
防
衛
協
会
共
同

主
催
、
立
川
市
、
消
防
庁
、

警
視
庁
共
催
に
て
災
害
発

生
時
の
ヘ
リ
に
よ
る
救
助

及
び
消
火
訓
練
展
示
、
自

衛
隊
、
消
防
庁
、
警
視
庁

に
よ
る
編
隊
飛
行
、
各
種

ヘ
リ
の
展
示
等
が
実
施
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
防
災
に

つ
い
て
は
市
民
の
関
心
が

高
く
防
衛
協
会
会
員
も
含

め
て
八
千
名
の
参
加
を
記

録
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
防
衛
協
会
の
目

的
達
成
の
た
め
に
も
、
市

民
に
自
衛
隊
の
重
要
性
を

訴
え
会
員
増
強
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

元
会
長

滝
島
秋
生

渋

谷

区

羽

村

市

立
川
市
防
衛
協
会

シ
リ
ー
ズ
「
協
会
の
素
顔
」

武
蔵
村
山
市

川
島

久
義
（
昭
島
市
）

陰
山

幸
男
（
昭
島
市
）

小
作

心
一
（
昭
島
市
）

岸
野

晃

（
あ
き
る
野
市
秋
川
地
区
）

宮
本

喜
三
男

（
あ
き
る
野
市
五
日
市
）

田
島

德
保

（
あ
き
る
野
市
五
日
市
）

向
山

高
弘
（
板
橋
区
）

秋
山

茂
雄
（
青
梅
市
）

比
留
間

祥
郎
（
青
梅
市
）

磯
野

政
雄
（
小
平
市
）

馬
場

国
夫
（
小
平
市
）

清
水

久
男
（
立
川
市
）

小
川

喜
良
（
立
川
市
）

竹
内

幹
哉
（
西
東
京
市
）

川
久
保

勝
史
（
日
の
出
町
）

浅
川

英
司
（
東
村
山
市
）

小
山

利
行
（
東
久
留
米
市
）

小
峰

幸
雄
（
福
生
市
）

前
田

京
子
（
福
生
市
）

尾
崎

良
一
（
武
蔵
野
市
）

菱
山

史
郎
（
八
王
子
市
）受賞者の皆様（中央 佃 会長）

５
月
22
日
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル

市
ヶ
谷
に
お
い
て
、
宇
都

隆

史

参

議

院

議

員

か

ら

「
激
変
す
る
国
際
情
勢
と

憲
法
改
正
の
核
心
」
と
題

し
て
ご
講
演
を
戴
い
た
。

ま
ず
ア
ジ
ア
情
勢
と
し
て
、

北
朝
鮮
、
韓
国
、
中
国
、

ロ
シ
ア
に
加
え
、
米
国
、

日
本
の
情
勢
に
つ
い
て
も
話

さ
れ
た
。
講
師
は
外
務
大

臣
政
務
官
の
経
験
も
あ
り
最

新
の
国
際
情
勢
に
精
通
さ
れ

て
お
り
よ
り
具
体
的
に
話
さ

れ
て
い
た
。

次
に
日
本
の
防
衛
の
方
向

性
と
し
て
、
安
倍
総
理
の

「
従
来
の
延
長
線
で
は
な

く
、
真
に
あ
る
べ
き
防
衛

力
の
姿
を
見
定
め
る
」
と

の
指
導
の
下
、
初
め
て
Ｎ

Ｎ
Ｓ
主
導
で
策
定
さ
れ
た
30

防
衛
大
綱
、
31
中
期
防
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
多
次
元
統

合
防
衛
力
で
は
宇
宙
・
サ
イ

バ
ー
・
電
磁
波
等
新
領
域

の
能
力
強
化
も
必
要
だ
が
、

中
期
防
の
財
源
で
は
、
従

来
の
領
域
に
お
け
る
能
力
強

化
や
持
続
性
・
強
靭
性
強
化

及
び
人
的
基
盤
等
の
防
衛
力

の
中
心
的
基
盤
強
化
を
重
視

し
て
は
と
の
提
案
が
あ
っ

た
。最

後
に
、
自
民
党
の
憲

法
改
正
案
の
説
明
と
と
も
に

「
自
ら
の
国
は
自
ら
の
力

で
守
る
」
と
い
う
国
民
の

意
思
の
重
要
性
を
強
調
さ
れ

た
。令

和
時
代
の
展
望
を
予
測

す
る
上
で
正
に
時
宜
を
得
た

講
演
で
あ
り
、
参
加
し
た

会
員
は
高
い
関
心
を
示
し
て

い
た
。常

任
理
事

石
野
次
男

防
衛
講
演

宇都参議院議員

東
京
都
防
衛
協
会
は
平
成

31
年
４
月
５
日
午
後
、
29

地
区
協
会
等
37
名
の
参
加
を

得
て
、
事
務
局
長
会
を
開

催
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

検
討
し
、
連
携
を
進
め
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

〇
募
集
協
力
に
つ
い
て

〇
各
地
区
別
グ
ル
ー
プ

討
議

・
合
同
講
演
会
開
催
に
つ

い
て

・
富
士
総
合
火
力
演
習

合
同
見
学
に
つ
い
て

〇
Ｈ
Ｐ
の
活
用
に
つ
い
て

〇
防
衛
協
会
報
の
配
布
要

領
に
つ
い
て

そ
の
後
、
永
井
昌
弘
常

任
理
事
（
元
第
１
師
団
長
）

か
ら
「
第
１
師
団
と
東
京

都
の
関
係
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
ご
講
演
を
頂
く
と
と

も
に
懇
親
会
を
実
施
、
盛

会
裡
に
終
了
ま
し
た
。

事
務
局
長

谷
口
和
代

74式戦車に搭乗する会員

放水する自衛隊ヘリコプター

表
彰
状
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

見事な踊りを披露する隊員

大宮駐屯地研修

総会で挨拶する木場会長

西多摩地区自衛隊協力団体連絡協議会（会長・青梅市

防衛協会会長 石川 清）は、平成３１年３月１０日、

青梅スイートプラムにおいて「平成３０年度自衛隊入隊・

入校予定者激励会」を開催し、入隊４９名、入校４名の

激励を行いまし

た。

当日は欠席者

もおりましたが、

多くのご家族に

参加していただ

き、西多摩地区

の防人の門出を

お祝いしました。

（青梅市防衛協会 野崎昭男）

更
な
る
連
携
を
！

事
務
局
長
会
開
催講演中の永井常任理事

防人の門出を祝う！



秋
の
「
第
45
回
板
橋
区

民
ま
つ
り
」
が
昨
年
10
月

15
日
（
土
）
、
16
日
（
日
）

の
両
日
行
わ
れ
た
。
こ
の

催
し
は
約
２
～
３
万
人
の

大
勢
の
方
々
が
訪
れ
る
板

橋
に
お
け
る
一
大
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
て
い
る
。
区
立

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
前
道
路

の
「
お
ま
つ
り
ひ
ろ
ば
」

に
於
い
て
、
区
立
赤
塚
第

三
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
生

徒
が
元
気
い
っ
ぱ
い
の
パ

レ
ー
ド
で
開
幕
し
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

登
場
し
た
坂
本
健
区
長
は

「
今
年
も
天
候
に
恵
ま
れ
、

45
回
目
の
区
民
ま
つ
り
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
お
ま
つ
り
を
通
し
て
、

４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地

震
を
は
じ
め
と
し
た
被
災

地
の
皆
様
に
も
板
橋
区
か

ら
多
く
の
笑
顔
と
元
気
を

届
け
、
絆
を
発
信
し
て
い

こ
う
」
と
挨
拶
を
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
今
回
の
目
玉

と
し
て
志
村
銀
座
ま
つ
り

に
出
演
し
て
い
る
サ
ン
バ

チ
ー
ム
「
リ
ベ
ル
ダ
ー
ジ
」

が
登
場
し
、
リ
オ
の
熱
気

を
感
じ
さ
せ
る
情
熱
的
な

サ
ン
バ
を
披
露
し
た
。

こ
の
他
に
も
区
民
ま
つ

り
の
会
場
で
は
板
橋
の
い
っ

ぴ
ん
や
被
災
地
復
興
支
援

コ
ー
ナ
ー
、
全
国
各
地
の

ふ
る
さ
と
名
物
を
販
売
す

る
県
人
会
物
産
展
な
ど
様
々

な
ブ
ー
ス
が
あ
り
、
多
く

の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い

た
。ま

た
、
板
橋
第
一
中
学

校
体
育
館
で
は
、
区
の
基

本
構
想
PR
展
示
「
み
ら
い

ゾ
ウ
」
が
設
置
さ
れ
、
多

く
の
親
子
連
れ
が
10
年
後

の
未
来
へ
の
想
い
を
書
き

込
ん
で
い
た
。

自
衛
隊
東
京
地
方
協
力

本
部
北
地
域
事
務
所
は
自

衛
官
募
集
ブ
ー
ス
を
開
設
、

自
衛
隊
紹
介
と
自
衛
官
募

集
の
呼
び
か
け
を
行
っ
た
。

我
々
防
衛
協
会
の
会
員
の

方
々
も
募
集
の
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

会
長

瀬
尾
正
弘

（４） 東京都防衛協会会報（１３号） 令和元年７月１日

名所・名店

板

橋

区
◇材 料（３～４人分）

・鶏もも肉・・１００ｇ ・鶏もも挽肉・・２００ｇ

にんにく・・大１片 ・赤唐辛子・・１本

・玉葱・・１/２個(１００ｇ) ・筍・・５０ｇ

・ピーマン・・1個

・赤ピーマン・・１個

又はオランダパプリカ・・１/４個

・バジル・・１０枚位 ・サラダ油・・大匙２杯

酒・・大匙１杯

オイスターソース・・大匙１杯

(a) ナンプラー・・大匙１・１/２杯

砂糖・・小匙１杯

塩・・小匙１/３杯

レモン汁・・小匙２～３杯

・ごはん・・４人分 ・卵・・４個

◇作り方

① 鶏もも肉は１ｃｍ角位に切り、軽く

塩、胡椒をする。

② にんにくはみじん切りにし、赤唐辛

子は半分に切り、種を取り除く。

玉葱は粗みじんに切る。筍は７～８ｍｍ

角位に切り、ピーマンと赤ピーマンは縦に５ｍｍ幅のせん切りにする。

③ フライパンにサラダ油、にんにく、赤唐辛子を入れ、弱火で温める。

香りが立ったら火を強め、玉葱と筍を炒める。玉葱がしんなりしたら鶏もも

肉、鶏もも挽肉を加え、色が変わるまで炒める。

④ ピーマン、赤ピーマンを加えて手早く炒め合わせ、（ａ）をまわし入れる。

⑤ バジルをちぎりながら加えて、最後にサッと炒め合わせる。

⑥ 目玉焼きをつくる。 フライパンに油をひき、卵を割り入れて中火で焼き、

最後に水をごく少量加えて蓋をし、蒸し焼きにする。

⑦ 温かいごはんを皿に盛り、⑤をのせ、⑥の目玉焼きを添える。

混ぜながらいただく。

《 江上先生から皆様へ 》

※ 「辛くて、甘くて、酸っぱいタイのお料理は、日本の夏にもぴったり！

作り方も 簡単で、彩りもバランスもよい料理です。

※ ナンプラーは魚醤(ギョショウ)ですが、日本の〈しょっつる〉や〈いかの塩

辛〉などで応用できますし、しょうゆで補ってもよいでしょう。

※ ガパオとは、ホーリィバジルのこと。 ガパオライスとは、日本の造語でホー

リィバジル入り炒めごはんを意味します。

イタリアンバジルやパクチーを使うことが多いです。

《江上料理学院のお問い合わせ先》

TEL 03-3269-0281 FAX 03-3269-0285

『簡単ですてき！！』元気のでる料理

ガパオライス

江上栄子先生
☆江上料理学院

院長

☆東京都防衛協会

女性部会会長

令
和
の
御
代
最
初
の
総
会
と

な
る
第
54
回
定
期
総
会
が
無
事

に
終
了
し
、
今
年
度
の
活
動
が

本
格
化
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
５
月
１
日
に
新
し

い
天
皇
が
即
位
さ
れ
、
下
旬
に

ト
ラ
ン
プ
米
国
大
統
領
が
国
賓

と
し
て
訪
日
さ
れ
ま
し
た
が
、

６
月
下
旬
に
は
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
、

７
月
に
は
参
議
院
選
挙
が
予
定

さ
れ
る
な
ど
動
き
の
多
い
年
度

に
な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
の
様
な
中
、
自
衛
隊
の
皆

様
に
厳
し
い
任
務
の
遂
行
に
邁

進
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
防
衛

協
会
は
し
っ
か
り
と
応
援
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
役
に
立
て
る
情
報
を
ご
提

供
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
引
き
続
き
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
Ｍ
・
Ｗ
）

編
集
後
記

令和元年度富士総合火力演習についてご案内します。

１ 日程

〇 ８月２２日（木）（富士学校予行）

〇 ８月２４日（土）（予行）

〇 ８月２５日（日）（公開演習）

２ 場所

東富士演習場（静岡県御殿場市）

３ 申し込み要領

（１）参加希望者は、７月１９日（金）までに住所、

氏名、年齢、電話番号、希望日と枚数を明記の

上、返信用封筒（宛先記入）を添えて当協会事

務局までお送りください。なお、記入に当たっ

ては下記注意事項をお読みください。

（２）注意事項

〇 希望する月日（第２希望まで）

〇 希望するチケット枚数

個人会員１枚、法人会員は２枚まで

〇 申込者の住所・氏名・電話番号

東京都防衛協会に登録している住所、氏名、

電話番号（個人、法人を明記してください）

〇 駐車券の申し込みはご遠慮願います。

※ 希望者多数の場合は抽選とさせて頂きますので

ご了承ください。（当選者にはチケットを送付さ

せて頂きます。）

※ 東京都防衛協会ＨＰでもご覧いただけます。

ＨＰアドレス ： www.tda.tokyo

（３）申込送付先

〒162-0844

新宿区市谷八幡町１３番地 東京洋服会館９階

東京都防衛協会事務局

（注）各地区協会の皆様には地区協会事務局を通して

お知らせします。

特別会員の皆様へ・・富士総合火力演習応募のお知らせ！

９０式戦車

イラスト

特別会員

小関恭平氏提供

自衛隊ブースで活動中の
当協会 木村副会長

自衛隊展示車

板
橋
か
ら
全
国
へ
！

笑
顔
と
絆
の
か
け
橋
～

青年部会では3月29日、平成30年度総会を行いまし

た。今回11人（10部会）の参加を得て、人員報告/活

動報告/会計報告/活動予定の4つの報告と審議を行い

ました。

今後の活動として来年度は 例年どおり“立川駐

屯地展示ヘリ清掃プログラム”を秋に、また全国青

年部大会と東部青年部大会に参加。例年実施の部隊

研修に代わって7月下旬に靖国神社（遊就館）研修を

行う事になりました。この神社には軍の戦死者だけ

でなく“ひめゆり部隊”等の女子看護隊“国民義勇

隊”の少年隊の戦死者も軍属として祀られているそ

うです。今回、平和について考えるのも良い機会と

思います。 会長 小山茂夫

3月25日午後、女性部会は、
江上栄子会長はじめ11部会23名

の参加を得て平成30年度総会を

開催、令和元年度以降の体制確

立及び女性部会の活性化の方策

について審議しました。

総会に続いて、吉田浩介常任

理事（元空自補給本部長）から

「新防衛大綱が提唱する領域横断作戦について」と題してご

講演をいただきましたが、ホットな内容を大変解りやすくお

話していただきました。

その後、懇親会では新年度に向かっての活躍を誓い、和気

藹藹の裡に終了しました。 事務局長 谷口和代

青 年 部 会 女 性 部 会


